
中２甲陽化学 １学期期末直前対策 

 

※必要ならば，原子量および定数は次の値を用いよ。 

元素 H C N O Na Al S Cl K Ca Ag Br 

原子量 1.0 12 14 16 23 27 32 35.5 39 40 108 317 

標準状態(0℃，1.013×105Pa)における気体のモル体積：22.4L/mol 

 

１ 2価の酸 H2A は水溶液中で次のように 2段階に電離する。 

    H2A  ⇄  H＋ ＋ HA－     HA－  ⇄  H＋ ＋ A2－ 

 モル濃度 C(mol/L)の H2A の水溶液において，いま，第 1段階目の電離は完全に進行し，第 2 段階目は

電離度 αで電離するものとする。この水溶液中における，次の(1)～(3)のモル濃度(mol/L)を表せ。ただし，

水自身の電離で生じる H＋は極めて少ないので無視できる。 

 (1) HA－     (2) A2－     (3) 水溶液中のすべての H＋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 同じモル濃度の 3 種類の酸(a：塩化水素，b：酢酸，c：硫酸)の水溶液を用意した。次の(1)～(3)につ

いて，a ～ c を大きい方から順に並べ，記入例にならって，等号＝，不等号＞を用いて表せ。ただし，

強酸は完全に電離するものとする。    記入例：a ＝ b ＞ c 

(1) 各水溶液の水素イオンのモル濃度。 

(2) 各水溶液の 10mL を中和するのに必要な水酸化ナトリウムの物質量。 

(3) 各水溶液の 10mL を水酸化ナトリウムで完全に中和したときに生じる塩の物質量。 

 

  



３ 問 1～問 4に答えよ。ただし，答えの数値は有効数字 3桁で記せ。 

問 1 水分を吸収した水酸化ナトリウムの固体が 5.00gある。これに 6.00mol/L 塩酸 18.0mL を加えると， 

完全に中和した。この水酸化ナトリウムの純度は何%か。 

問 2 シュウ酸二水和物 0.315gを溶かした水溶液を中和するのに，0.200mol/L 水酸化カリウム水溶液は 

何 mL必要か。 

問 3 0.0500mol/L 希硫酸 20.0mLにアンモニアガスを完全に吸収させた。残った硫酸を中和するのに 

0.100mol/L水酸化カルシウム水溶液が 8.50mL 必要だった。吸収されたアンモニアの体積は， 

標準状態で何 L か。 

問 4 酢酸水溶液 10.0mLを水で薄めて 100mLとした。このうち 20.0mL をとり，9.00×10－2mol/L 

水酸化ナトリウム水溶液で中和したところ 16.0mLが必要であった。薄める前の酢酸水溶液の 

濃度は何 mol/Lか。 

 

  



４ 水酸化カリウムと水酸化バリウムの混合物が 6.25gある。これをすべて水に溶かした溶液を中和する

のに，1.00mol/L の塩酸が 80.0mL必要であった。問 1および問 2に答えよ。 

問 1 混合物中の水酸化カリウムを x(mol)，水酸化バリウムを y(mol)とする。下線部について成り立つ 

式を，xおよび yを用いて記せ。 

問 2 混合物中に水酸化バリウムは何 g含まれていたか，有効数字 3桁で記せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

６

 

 

 

  

    

           



７

   

       



       



   

８



 

  

  

           



９

    

  

    

  

    

   
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   

      

  

  

 

11

 

   

  



【解答】 

１ (1) C(1－α) (mol/L)   (2) Cα (mol/L)   (3) C(1＋α) (mol/L) 

 

２ (1) c ＞ a ＞ b   (2) c ＞ a ＝ b   (3) a ＝ b ＝ c 

 

３ 問 1 86.4(%)  問 2 25.0(mL)  問 3 6.72×10－3(L)  問 4 0.720(mol/L) 

 

４ 問 1 x＋2y＝8.00×10－2  問 2 5.13(g) 

 

 

 

 



５

           

         

               

      

        

             

               

          

６

 

    










   

   

      

 












 

７

  

  















 












  







     

  












８

 

    

  

 





 


 

  



 

９

    

         

  

   

  










 

    

   

    

    













 
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 



      
 

   
 

 

 

   
    


  

  




   
    


  

  




   
    





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 



     

         

   

   



   

   



   

 

 

       





 





 


